
ステップ① 【連携】 電話・対面で施設と連携
□校区一覧で校区内の就学前施設を確認する。

□小学校長が各施設に連絡を取る。(年度当初)

□連携担当者が連絡を取り合う。

ステップ② 【カリキュラム作成】 合同会議：情報共有・作成
□保幼小連携・接続の意義や目的について共通理解を図る。

□各施設の情報共有を行い、「②校区のめざすこども像」を設定する。

□年間計画や教科書等を活用し、「⑤交流」の計画を立てる。

ステップ③ 【交流】 双方に学びのある交流
□事前の打ち合わせを行う。

□交流活動を実施する。

□事後の振返りを行う。

ステップ④ 【カリキュラム改善】 合同会議：振返り・計画
□年間の振返りを行う。

□交流活動の継続的な実施に向けて改善を図り、次年度の計画を立てる。

連携・接続の４ステップ

参考
資料１ 北九州市版架け橋期の

カリキュラム
資料２ 作成のポイント
資料３ 作成動画

参考
資料４ 保幼小交流指導案・活動記録(例)
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